
⽇本発達障害学会 第56回研究⼤会

⼤会事務局︓
株式会社コームラ ⽇本発達障害学会第56回研究⼤会係 担当︓湯⼝・後藤
〒501-2517 岐⾩県岐⾩市三輪ぷりんとぴあ３
E-mail︓jasdd56[at]kohmura.co.jp ※[at]を@に置き換えてください
TEL︓058-229-5858（平⽇9:00〜17:30）

運営事務局︓
⿅児島⼤学医学部保健学科
成育看護学講座内
事務局⻑ 根路銘安仁
Mail:jasdd56@gmail.com

共催 ⿅児島県
後援 ⿅児島県教育委員会，⿅児島県医師会，⿅児島県知的障害者福祉協会，
⿅児島県精神神経学会，⽇本⼩児科学会⿅児島地⽅会, ⿅児島県精神科病院協会

On demand配信（10⽉30⽇〜11⽉30⽇予定）
■ ⼤会実⾏委員⻑講演 外岡 資朗（⿅児島県こども総合療育センター所⻑）

「⽣活している地域で発達障がい児者の⽀援をするために〜気づきから⽀援のネットワークへ〜」
■ 県知事挨拶 塩⽥ 康⼀（⿅児島県知事）（依頼中）
■ 特別講演 本⽥ 秀夫（信州⼤学医学部⼦どものこころの発達医学教室教授）

「発達障害の⼈たちを⽀える地域体制づくり－Think globally, act locally－」
■ 特別講演 神尾 陽⼦（お茶の⽔⼥⼦⼤学⼈間発達教育科学研究所客員教授・発達障害クリニック院⻑）

「発達障がい⽀援をメンタルヘルスの枠組みで捉え直す」
■ 市⺠公開講座 友⽥ 明美（福井⼤学 ⼦どものこころの発達研究センター 発達⽀援研究部⾨教授）

「マルトリートメント（マルトリ）が脳に与える影響と回復へのアプローチ」
■ ポスター発表
Live配信（10⽉30⽇・10⽉31⽇）
■ 学会企画シンポジウム 地域の発達障害⽀援における多職種連携シリーズ第4弾

多職種連携⽀援の観点から今後の成育医療の役割を問う
■ 実⾏委員会企画シンポジウム

①サポートが必要な⼦どもが⾝近な地域で成⻑するためのつなぎとマッチング
②持続可能な療育システムと⽀援体制構築︓既存の資源・機関の機能化からのアプローチ
③発達特性を持つ児童の就職、就労

■ ⾃主シンポジウム 早期参加登録 直前参加登録
正会員 6,000円 7,000円

⼀般参加者（⾮会員） 7,000円 8,000円
学⽣会員・学⽣ 3,000円 4,000円

https://www.jasdd56.jp


